
H24.6.7　菖蒲の花（八田御朱印公園）

02

09

11

13

32

笛吹市夏まつり

平成23年度マニフェストを検証

輝け笛吹の未来

くらしの情報

図書館インフォメーション

04

10

12

29

34

ふえふきいきいきプランを推進

国民健康保険通信

笛吹市探訪

家電リサイクル法対象品目特別収集

ふえふきトピックス



　
花
火
大
会
の
有
料
観
覧
席
を
今
年
も

販
売
し
ま
す
。
快
適
な
観
覧
席
で
夏
の

夜
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
大
会
開
催
日
時

　
8
月
21
日
（
火
）

　
午
後
7
時
30
分
か
ら

※
荒
天
の
場
合
は
、
8
月
26
日
（
日
）
に

延
期
し
ま
す
。

▼
大
会
開
催
場
所

　
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
種
類

❶
グ
ル
ー
プ
10
（
定
員
10
名
シ
ー
ト
席
・

平
坦
）
　
　
　
　
　

2
万
2
0
0
0
円

❷
グ
ル
ー
プ
5
（
定
員
5
名
シ
ー
ト
席
・

平
坦
）
　
　
　
　
　

1
万
1
0
0
0
円

❸
フ
ァ
ミ
リ
ー
5
（
定
員
5
名
シ
ー
ト

席
・
傾
斜
）
　
　
　
　
　

7
0
0
0
円

❹
個
人
観
覧
席
（
定
員
1
名
）

　
2
0
0
0
円

❺
障
が
い
者
席
（
定
員
2
名
）

　
3
0
0
0
円

（
下
肢
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
介
助
者

1
名
と
の
2
名
利
用
に
な
り
ま
す
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
日
時
・
場
所

　
❶
〜
❹
は
7
月
1
日
（
日
）
午
前
10

時
に
販
売
を
開
始
し
、
❺
は
7
月
2

日（
月
）午
前
9
時
に
受
付
開
始
し
ま
す
。

○
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

取
り
扱
い
チ
ケ
ッ
ト
❶
・
❷
・
❸
・
❹

○
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
電
話
予
約

取
り
扱
い
チ
ケ
ッ
ト
❶
・
❷
・
❸
・
❹

　
☎
0
5
7
0
（
0
2
）
9
9
9
9

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
11
時
）

P
コ
ー
ド
　
6
2
1
―
3
5
0
　
電

話
予
約
後
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
等
で

の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

○
店
頭
販
売
　
取
り
扱
い
チ
ケ
ッ
ト
❹

・
㈲
英
ト
ラ
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ロ
ー
本
社
営

業
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
9
9
0
0

・
日
の
出
観
光
自
動
車
㈱
広
瀬
営
業
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
7
7
1

・
㈱
ア
ジ
ア
観
光
本
社
営
業
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
5
3
5
2

・
J
R
石
和
温
泉
駅
前
オ
リ
オ
ン
ト
ラ

ベ
ル

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
5
6
1

○
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
8
2
9

�
取
り
扱
い
チ
ケ
ッ
ト
❺

■
問
合
せ
先
�

（
社
）
笛
吹
市
観
光
物
産

連
盟
（
観
光
商
工
課
内
）

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
8
2
9

　
古
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る
鵜
飼
と
、

毎
夜
打
ち
上
が
る
花
火
の
競
演
に
笛
吹

川
の
ほ
と
り
は
、
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
か
ら
「
石
和
温
泉

花
火
大
会
」
の
有
料
観
覧
席
チ
ケ
ッ
ト

販
売
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
花
火
の
真
下

で
、
心
が
躍
動
す
る
ひ
と
と
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
か
が
り
火
が
ゆ
ら
め
く
笛
吹
川
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
鵜
と
鵜
匠
に
よ
る
伝
統

の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

7
月
20
日
（
鵜
飼
始
め
）
〜
8
月
19
日

（
鵜
飼
納
め
）
の
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
（
7
月
20
日
は
金
曜
日
で
す
が

実
施
し
ま
す
）

午
後
8
時
〜
8
時
50
分

※
天
候
・
河
川
の
状
況
に
よ
り
中
止
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川

■
問
合
せ
先
　
観
光
商
工
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
夏
の
夜
空
を
華
麗
に
彩
る
花
火
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

7
月
20
日
（
金
）
〜
8
月
20
日
（
月
）

午
後
8
時
50
分
〜
9
時

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷

■
問
合
せ
先
　

　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
2
6



ふえふき�いきいきプラン
（笛吹市高齢者福祉計画・
第5期介護保険事業計画）

①�地域に根ざした地域包括ケアの推進

②�高齢者が主体的に取り組める環境づ

�　くり

③�認知症の予防・対応ができる体制づ

�　くり

④�健全な介護保険事業の運営

二次予防事業の対象者（要介護・要支援者を除く65歳以上の高齢
者のうち、生活機能の低下が見られる方）を把握するために市が
実施した元気度チェック笛吹の調査結果（抜粋）

市の現状としては、人口の増減はあるものの、高齢
者数と高齢化率は、年々増加しています。高齢者の
みの世帯率や高齢者認知症率も増加傾向にあります。

　市では、高齢者が地域でいつまでも安心
して生活でき、健康づくりへの意識を深め
自主的な取り組みが行えるよう、各種敬老
事業や生活援助員派遣事業などの生活支援
および介護慰労金支給事業などの介護支援
を実施しています。

　高齢者の皆さんが住み慣れたまちで安心して暮らしていけるように介護・福祉・保健・医

療など、様々な面から支援をしています。

　また、高齢者ご本人だけでなく、その家族や近隣に住む方の小さな気づき相談も受け付け

ています。気軽にご相談ください。

　例えば

　：足腰が弱くなってきたので、何か良いアドバイスが欲しい

　：最近外出している姿を見かけなくなったが、どうしたのか

　：以前よりもひどく怒りっぽくなってきたので、今後の生活が心配である

　：介護保険を利用したいが、どのような手続きが必要なのか分からない

　：近所の家から、怒鳴り声や大声が聞こえてくるので心配である

　：頼んでもいない健康食品が届いたが、どうしたらいいか分からない　など

要介護５
1.9％

要介護４
2.5％

要介護３
2.8％

要介護２
3.2％

要介護１
2.7％

要支援２
1.5％

要支援１
0.7％

居宅介護サービス介護予防サービス

施設介護サービス（特養・老健・療養）

地域密着型介護サービス
地域密着型介護予防

サービス

認定を受けていない
高齢者　84.7％

介護予防事業

包括的支援事業・任意事業

介護保険
サービス

地域支援
事業

敬老事業・生活支援事業・介護支援事業・その他の支援事業

（ただし、サービスによっては対象者を限定しているものがあります）

高齢者福祉
サービス

　介護保険は高齢者の暮らしを社会みんな
で支える仕組みです。
　介護保険を利用するときは、まず市が行
う「要介護認定」を受け、どれくらいのサ
ービスが必要か判断を行います。
　要介護1～5と認定された方は、ケアマ
ネージャーに希望を伝え介護サービスの利
用計画を作成し、費
用の一部を負担する
だけで様々な介護サ
ービスを利用するこ
とができます。

　
市
は
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
に
対
応
す

る
た
め
「
ふ
え
ふ
き�

い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
な

ど
を
含
む
様
々
な
計
画
と
連
携
し
「
高
齢
者
が

元
気
に
活
躍
す
る
ま
ち
、
安
心
し
て
生
活
す
る

ま
ち
、
互
い
に
支
え
あ
う
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

総人口 高齢者数 高齢化率

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
平成20年

高齢化率の増加

平成21年 平成22年 平成23年

24.0％

23.5％

23.0％

22.5％

22.0％
16,125 16,642 16,874 17,058

22.3％

23.0％

23.4％
23.6％

72,384 72,252 72,047 72,198

人

0％

20％

40％

60％

80％

100％

80歳以上

■二次予防対象者
■元気高齢者

791人
（23.9％）

2,512人
（76.1％）

849人
（28.3％）

2,147人
（71.7％）

949人
（38.8％）

1,495人
（61.2％）

1,573人
（52.0％）

1,454人
（48.0％）

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳

　市は、高齢者が住み慣れた地域で生活するために、高齢者福祉計画や介護保険事業計画など

を一体的に構築し、様々な事業を総合的に推進していきます。



　
市
は
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
を
把
握
す
る
た
め
、
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
笛
吹
（
生

活
機
能
調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
、
運
動
機
能
向
上
や
認
知
症
機
能
低
下
予
防
・
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
た
様
々

な
事
業
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
者
で
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
案
内
し
ま
す
。

講師プロフィール
松井紀和：精神科医で、現
在、日本臨床心理研究所所
長として音楽療法セミナー
を毎年主催

　講師の松井紀和さんが奏でるピアノの演奏とともに懐かしい歌を合唱することで、脳の老化を防

ぎ、若々しくいることを目的に行われています。

　「介護予防」という言葉はかつては、あ

りませんでした。現在では「QOL（生き

ることの質）」が盛んに問われるようにな

りました。そんな中、医療の一環として、

音楽を効果的に使う音楽療法を昭和30年

から行ってきました。

　音楽は脳の全ての部位に関わっています。

スポーツであっても全てに関わることは

ありません。

　その役割としては、創造性の維持や心

身機能の維持、お

よび失われた機能

の回復や増進があ

ります。加えて、

音楽は記憶と場所

を直接結びつけま

す。昔慣れ親しん

だ音楽を聴けば、

なつかしさが込み

上げてくるのはそ

のためです。

　何より音楽は、

楽しいものです。

いつまでも楽しみ

ながら頭を使って

健康でいてくださ

い。

　
体
力
測
定
、
筋
肉
量
測
定
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
ご
本
人
に
あ
っ
た
運
動
の

仕
方
を
学
び
、
習
慣
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
、
マ
シ

ー
ン
を
使
用
し
た
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
な
ど
を
行
い
、
筋
力
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
（
介

護
予
防
・
健
康
に
つ
い
て
、
筋
肉
の
役

割
な
ど
）
も
、
仲
間
と
楽
し
く
学
び
ま

す
。

　
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
・
・
・

「
体
が
軽
く
な
っ
た
」
「
足
や
腰
の
痛
み

が
少
な
く
な
っ
た
」
「
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
改
善
が
で
き
た
」
「
肥
満
が
改

善
し
た
」
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

▼
対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で

会
場
に
来
ら
れ
る
方

※
申
し
込
み
後
に
、
保
健
師
と
簡
単
な

面
接
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
員
　
各
ク
ラ
ス
10
人

　
（
先
着
順
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
後

押
し
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

（
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
）

▼
日
時
　
7
月
18
日
（
水
）

�
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
南
館
（
講
義
）

石
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
見
学
）

▼
内
容

○
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

○
高
齢
者
の
特
性
に
つ
い
て

○
認
知
症
・
感
染
症
に
つ
い
て

○
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て

○
施
設
利
用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

※
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
い
き
い

き
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
定
員
�

20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
日
�
7
月
13
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

�
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

地
域
福
祉
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

八代②
毎週水曜日

午後１時30分～３時
若彦路ふれあいスポーツ館
（八代）

12月～
平成25年２月

一宮②
毎週水曜日

午後１時30分～３時
一宮スポーツ広場（一宮）

12月～
平成25年２月

八代①
毎週水曜日

午後１時30分～３時
若彦路ふれあいスポーツ館
（八代）

9月～11月

一宮①
毎週木曜日

午後１時30分～３時
一宮スポーツ広場（一宮）9月～11月

クラス 実施曜日・時間場　　所
実施期間
（12回）

　実施期間・場所・実施曜日

・
音
楽
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。
コ
ー
ラ

ス
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
高
齢
は
あ
っ
と
い
う
間
に
や
っ
て
き

て
、
我
な
が
ら
驚
き
で
す
。
今
後
の

課
題
は
健
康
管
理
と
認
知
症
予
防
に

心
が
け
、
一
層
元
気
で
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
家
に
こ
も
っ

て
い
た
の
で
は
、
こ
の
喜
び
は
な
か

っ
た
で
す
。

・
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が
日
常
に
は

な
い
の
で
、
唄
う
こ
と
は
大
変
楽
し

か
っ
た
で
す
。

▼
対
象

�
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上

▼
日
時

①
9
月
13
日
（
木
）
八
代
総
合
会
館

②
9
月
25
日
（
火
）
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

③
10
月
2
日
（
火
）

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

④
10
月
15
日
（
月
）
境
川
総
合
会
館

⑤
10
月
16
日
（
火
）

�
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

⑥
10
月
23
日
（
火
）

�
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑦
10
月
30
日
（
火
）

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
1
時
30
分
か

ら
3
時
30
分
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
�

高
齢
福
祉
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2



※�合計所得金額とは　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）
を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

※�保険料の年額に10円未満の端数がある場合には、切り上げ処理を行います。

�　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
、

皆
さ
ん
本
人
の
収
入
・
所
得
や

世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
、
確
定
し
た

年
間
保
険
料
額
を
記
載
し
た
納

入
通
知
書
を
7
月
下
旬
に
送
付

の
予
定
で
す
。

生活保護を受給していますか

市民税が課税されていますか

同世帯のどなたかに市民税が課税されてい
ますか

老齢福祉年金を受給して
いますか

前年の「課税年金収入額＋
合計所得金額」は80万円以
下ですか

前年の「課税年金収入
額＋合計所得金額」は
80万円以下ですか

前年の合計所得金額は・・・

①125万円未満

②125万円以上190万円未満

③190万円以上400万円未満

④400万円以上500万円未満

⑤500万円以上

いいえはい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ ① ② ③ ⑤④

第８段階
107,010
円／年額

第９段階
116,180
円／年額

第１段階
30,580

円／年額

第２段階
30,580

円／年額

第３段階
45,870

円／年額

（特例）
第４段階
53,200

円／年額

第４段階
61,140

円／年額

第５段階
68,490

円／年額

第６段階
76,430

円／年額

第７段階
91,720

円／年額

平成24年度　基準額（月額）5,095円

基準額に掛ける

保険料率

保険料
段　階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

対象となる方の基準

生活保護の受給者の方
老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の
「課税年金収入額＋合計所得金額」が８０万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で第２段階に該当しない方

特例
世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、本人の前年の「課税年金
収入額＋合計所得金額」が８０万円以下の方

世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、上記を除いた方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が１２５万円未満の方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が１２５万円以上１９０万円未満の方

本人が市民税課税で
前年の合計所得が１９０万円以上４００万円未満の方

月�額 年�額

0.50

0.50

0.75

0.87

1.00

1.12

1.25

1.50

2,548

2,548

3,822

4,433

5,095

5,707

6,369

7,643

30,580

30,580

45,870

53,200

61,140

68,490

76,430

91,720

第8段階
本人が市民税課税で
前年の合計所得が４００万円以上５００万円未満の方

1.75 8,917 107,010

第9段階
本人が市民税課税で
前年の合計所得が５００万円以上の方

1.90 9,681 116,180

【例】保険料段階が第6段階（年額
76,430円）で、4・6月に各10,000円
を特別徴収されていた場合（8月分
を増額）

10月以降の１回あたりの金額が、お
おむね年額の６分の１になります。

４月

６月

８月

１０月

１２月

２月

年　額

10,000円

10,000円

※18,200円

12,830円

12,700円

12,700円

76,430円

▼
納
付
に
つ
い
て

　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
始
め
る
の
は
、
65
歳
に
な
っ
た
月

（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
あ
る
月
）

の
分
か
ら
で
す
。
介
護
保
険
料
の
納
め

方
は
、
年
金
の
種
類
・
受
給
額
に
よ
っ

て
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
納
め
方

を
個
人
で
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
特
別
徴
収
・
・
・
老
齢
（
退
職
）
年

金
・
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
、
年

額
18
万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
場

合
や
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
、
所
得
段
階
に
変
更
等
が
あ
っ

た
場
合
は
、
一
時
的
に
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収
・
・
・
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
は
、
送
付
さ
れ
た
納

付
書
に
よ
り
金
融
機
関
等
で
個
別
に

納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、

各
納
期
限
日
に
口
座
か
ら
の
振
替
と

な
り
ま
す
）

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
正
式
な
年
間
保

険
料
額
が
確
定
す
る
ま
で
（
4
・
6

月
）
は
、
前
年
度
の
2
月
と
同
額
、

4
月
・
6
月
に
特
別
徴
収
が
開
始
さ

れ
た
方
は
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知

書
の
金
額
を
仮
に
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
確
定

し
、
正
式
な
年
間
保
険
料
額
を
算
定

し
た
あ
と
の
8
月
の
特
別
徴
収
の
際

に
、
仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
少
な
す

ぎ
る
方
は
8
月
分
の
特
別
徴
収
額
を

増
額
し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
多
す
ぎ

る
方
は
8
月
分
の
特
別
徴
収
額
を
減

額
し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
整
が
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
の
金
額
が
、
次
の
と
お
り

ほ
ぼ
均
等
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
市
で
は
、
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
」

実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
を
基
本
に
、
行
政
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
23
年
度
は
42
の

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
ご
と
に
目
標
数

値
を
掲
げ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
、

お
約
束
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
は
、
各
事
業

ご
と
に
取
り
組
み
結
果
、
目
標
数
値
、

工
程
お
よ
び
費
用
に
つ
い
て
実
績
を
検

証
し
、
併
せ
て
今
後
の
方
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
5
月
15
日
に
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
報
告
会
を
開
催
し
、

市
議
会
議
員
や
行
政
委
員
、
団
体
代
表

者
、
市
職
員
な
ど
の
参
加
者
の
前
で
、

市
長
と
各
部
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
検
証
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

マニフェストに掲げた42事業のうち
23事業について、説明を行いました。

�平成24年度普通徴収��納期限

第１期　 5月 1日（火）

第２期　 7月 2日（月）

第３期　 8月31日（金）

第４期　10月31日（水）

第５期　12月25日（火）

第６期　平成25年2月28日（木）

随時期　平成25年4月 1日（月）



　この質問に、どうすれば分かりやすく答えることができるか、私たち男女共同参画推進委員会広報

部会も悩んできました。そこで今回は、この条例の「前文」について、川柳を使いながらお伝えして

みたいと思います。

　確かに笛吹市は、自然に恵まれ、悠久の歴史をもち、果実産業が盛んな市です。県内外からの観光

客もたくさん訪れる市です。私たち市民は、この市を誰もが住みやすい誇れる市にし、子どもたちに

伝えねばなりません。それには、性差を超えて誰もがお互いのよさを認め合える地域、男女共同参画

社会の形成こそ大事だと、制定したのがこの条例です。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

　「笛吹市は、古来、政治、文化、産業面で地域の中心として機能してきた歴史を有し、天与

の温泉、豊かな自然、桃・ぶどう生産量日本一を誇る農業と観光を主体としたまちである。こ

の背景には、農業、観光業等に家族とともに汗を流し、その合間を縫っての家事、育児等の主

たる担い手となってきた女性たちの生活の支えがある。

　一方で、社会のあらゆる分野において、性別による固定的な役割分担意識やこれに基づく社

会慣行等により、女性が方針決定へ参画し難い現状もみられる。

　日本国憲法においては、個人の尊厳の尊重と男女平等がうたわれる中で、こうした状況を踏

まえると、男女共同参画社会基本法に基づく男女共同参画社会の実現には、なお一層の努力が

求められている。

　私たちは、男女共同参画社会の早期実現を総合的かつ計画的に推進し、市民が豊かで安心安

全な生活を営み、市民だれもが相互に認め合い、住みやすく、子どもたちに輝く未来を託すこ

とができる笛吹市を築くため、この条例を制定する。

私も勇気づけら
れたよ。
私も川柳つくっ
てみようかな!

うれしいね!
この条例、なん
だ か 勇 気 が わ
いてきたよ!

納　期 第１期 第２期

第３期 第４期

納期限

納　期

納期限

H24.7.31 H24.8.31

H24.10.1 H24.10.31

納　期 第５期 第６期

納期限 H24.11.30 H24.12.28

納　期

納期限

第７期 第８期

H25.1.31 H25.2.28

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　国民健康保険事業をとりまく環境は、厳しい状況が続
いています。増え続ける医療費に対応するため、収税対
策などにも力を入れた結果、市の国民健康保険会計は、
23年度決算で繰越金を計上することができる見込みと
なりました。
　６月開催の国保運営協議会の審議を経て、税率の改定
は見送ることになりました。しかし、依然として厳しい
財政運営でありますので、本年度も納期内納付へのご理
解とご協力をいただくとともに、医療費削減へのご協力
もあわせてよろしくお願いします。

　　
7
月
中
旬
に
平
成
24
年
度
国
保
税
の

普
通
徴
収
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
は
、
7
月
末
か
ら
翌
年
2
月
末
ま

で
の
毎
月
納
付
で
す
。
1
年
分
の
国
保

税
を
8
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。
特
別

徴
収
対
象
者
は
、
納
期
に
関
係
な
く
年

金
支
給
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
24
年
度
納
期

▼
納
期
を
過
ぎ
る
と
･
･
･

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
が
発

送
さ
れ
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

少
し
で
も
納
期
を
過
ぎ
て
納
め
ら
れ

て
い
な
い
世
帯
に
は
、
徴
収
員
が
訪

問
し
て
い
ま
す
。
徴
収
員
は
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
が
、
ご
不

審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
滞
納
が
続
く

と
、
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
や
資

格
証
明
書
の
発
行
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
免
や
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す

　
住
宅
災
害
・
農
作
物
被
害
・
疾
病

に
よ
る
失
業
・
旧
被
扶
養
者
（
後
期

高
齢
者
制
度
創
設
に
よ
る
措
置
）
・

非
自
発
的
失
業
者
の
理
由
で
納
付
が

困
難
な
場
合
、
減
免
や
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
は
必
要
な
書
類
や
条
件
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い　
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
課
・
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
金

融
機
関
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
は
納
期
と
同
じ
日
で
す

が
、
第
6
期
は
12
月
25
日
で
す
。

※
本
庁
で
は
普
通
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
ご
持
参
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　　
竹
下
景
子
さ
ん
、
下
條
ア
ト
ム
さ
ん

長
谷
川
初
範
さ
ん
ら
が
出
演
す
る
舞
台

で
す
。
現
代
人
の
危
う
さ
を
浮
き
彫
り

に
す
る
傑
作
サ
ス
ペ
ン
ス
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
21
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
5
時
30
分

　
開
演
　
午
後
6
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
1
階

　
集
会
室

▼
前
売
り
券
販
売
開
始
日
・
入
場
料

　
7
月
21
日
（
土
）

○
一
般
2
0
0
0
円
　
○
高
校
生
以
下

1
0
0
0
円
（
前
売
・
当
日
と
も
）

※
前
売
で
完
売
の
場
合
、
当
日
の
販
売

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
リ
ン
バ
奏
者
市

川
志
寿
子
さ
ん
と
林

由
香
里
さ
ん
に
よ
る
、

マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
マ
リ
ン
バ
の

優
し
い
音
色
に
癒
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
11
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
4
時
30
分

　
開
演
　
午
後
5
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
曲
目
　
・
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ

・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス

・
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
と
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
他
の
学
校
や
違
う

学
年
の
友
達
と
一
日

楽
し
く
囲
碁
や
将
棋

を
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
小
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
１
階

　
集
会
室

▼
囲
碁
ル
ー
ル
　
一
九
路
盤
を
使
用
し

互
先
で
黒
の
6
目
半
コ
ミ
出
し

▼
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
　
各
40
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ

き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
今
年
で
、
15
回
目

と
な
る
市
出
身
の
戦

没
者
千
百
余
名
の
遺

影
の
ほ
か
、
軍
隊
手
帳
・
軍
服
・
日
章
旗

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
11
日
（
水
）
〜
9
月
3
日

（
月
）
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
、
7
月
16
日（
月
）

▼
入
館
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
市
薬
剤
師
会
で
は
、
薬
と
健
康
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
く
す
り
の
正
し
い
飲
み
方
の
説

明
を
聞
い
た
り
、
簡
単
な
実
験
を
し
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
　
小
学
3
〜
6
年
生

▼
日
時
　
8
月
5
日
（
日
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
薬
剤
師
会
（
萩
原
調
剤
薬
局
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
5
0
5
9

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
5
4
1
2

「大蔵経寺境内図」

大蔵経寺前遺跡発掘調査航空写真＝平成17年撮影

　
平
成
23
年
度
に
刊
行
し
た
ス
ポ
ッ
ト

ガ
イ
ド
「
大
蔵
経
寺
周
辺
の
古
墳
と
集

落
」
に
は
、
江
戸
時
代
（
18
世
紀
）
に

描
か
れ
た
「
大
蔵
経
寺
境
内
図
」
と
、

大
蔵
経
寺
（
注
1
）
前
に
あ
る
遊
興
施

設
建
設
に
伴
い
行
わ
れ
た
大
蔵
経
寺
前

遺
跡
発
掘
調
査
の
時
に
撮
影
さ
れ
た
航

空
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
大
蔵
経
寺
境
内
図
」
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
大
蔵
経
寺
が
所

有
し
、
江
戸
時
代
の
寺
周
辺
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
て
、
普
段
は
宝
物
殿
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
の
西
側
に
は

物
部
神
社
（
注
2
）
と
参
道
が
、
北
側

中
央
に
は
大
蔵
経
寺
の
本
堂
・
唐
門
・

裏
門
が
、
東
側
に
は
平
等
川
（
注
3
）
・

無
名
墳
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
大
蔵
経
寺
前
の
広
い
田
畑
に
は
大
蔵

経
寺
参
道
・
道
祖
神
塚
古
墳
（
注
4
）

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
参
道
・
物
部
神
社
・
大
蔵
経
寺
本
堂
・

唐
門
・
裏
門
・
道
祖
神
塚
・
平
等
川
の

位
置
は
現
在
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
大
蔵
経
寺
前
遺
跡
発
掘
調
査
の

航
空
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
発
掘
調
査

は
大
蔵
経
寺
南
側
の
ブ
ド
ウ
園
・
セ
メ

ン
ト
工
場
等
が
あ
っ
た
場
所
に
遊
興
施

設
を
造
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
航
空
写
真
は
「
大
蔵
経
寺
境
内
図
」

と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
平
成
17
年
に
撮
影

さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
左
側
に
は
参
道

が
あ
り
、
物
部
神
社
の
森
が
見
え
ま
す
。

写
真
の
右
側
に
は
大
蔵
経
寺
の
本
堂
が

見
え
ま
す
。
大
蔵
経
寺
の
前
が
遊
興
施

設
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

場
所
（
大
蔵
経
寺
前
遺
跡
）
で
す
。
発

掘
調
査
で
は
5
世
紀
中
頃
か
ら
6
世
紀

代
の
円
墳
が
5
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。

遺
跡
の
右
側
に
見
え
る
緑
色
の
盛
り
上

が
り
が
道
祖
神
塚
古
墳
で
、
発
掘
調
査

で
見
つ
か
っ
た
古
墳
群
の
一
部
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
大
蔵
経
寺
境
内
図
」
と
大
蔵
経
寺

前
遺
跡
発
掘
調
査
の
航
空
写
真
を
比
べ

て
み
る
と
大
蔵
経
寺
周
辺
の
土
地
利
用

の
移
り
変
わ
り
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
大
蔵
経
寺
境
内
図
」
に

描
か
れ
て
い
る
参
道
を
通
り
、
物
部
神

社
・
大
蔵
経
寺
・
道
祖
神
塚
古
墳
・
平

等
川
等
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

注
1
　
大
蔵
経
寺
　
真
言
宗
で
本
尊
は

不
動
明
王
。
寺
宝
と
し
て
「
絹
本
着
色

仏
涅
槃
図
」
（
国
重
要
文
化
財
）
等

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

注
2
　
物
部
神
社
　
十
社
明
神
と
も
呼

ば
れ
、
物
部
氏
の
祖
十
神
を
祭
っ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
シ
ラ
カ
シ
等
か

ら
な
る
カ
シ
林
が
あ
り
ま
す
。

注
3
　
平
等
川
　
笛
吹
川
の
支
流
。
山

梨
市
・
笛
吹
市
等
の
北
西
部
を
流
れ

て
い
ま
す
。

注
4
　
道
祖
神
塚
古
墳
　
5
世
紀
中
頃

か
ら
後
半
に
造
ら
れ
た
円
墳
。
直
径

は
25
m
、
周
囲
を
巡
る
溝
の
幅
は

5
m
あ
り
ま
す
。

∽∽�絵図・写真の説明�∽∽

①�物部神社（十社明神）

②�大蔵経寺本堂

③�大蔵経寺唐門

④�大蔵経寺裏門（現在の仁王門）

⑤�物部神社参道（西側の道）

⑥�大蔵経寺参道（東側の道）

⑦�道祖神塚古墳

⑧�無名墳

⑨�平等川

⑩�大蔵教寺前遺跡

び
ょ
う
ど
う

か
ら
も
ん

ど
う
そ
じ
ん

む
め
い
ふ
ん

え
ん
ぷ
ん

だ
い
ぞ
う
き
ょ
う
じ

も
の
の
べ

び
ょ
う
ど
う

ど
う
そ
じ
ん

じ
ゅ
っ
し
ゃ
み
ょ
う
じ
ん

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く

し
ん
ご
ん

ぶ

つ

ね

は

ん

ず

も
の
の
べ



　
8
月
12
日
の
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
戦
は
「
笛
吹

市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
と
し

て
市
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
抽
選

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
招
待
券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
12
日
（
日
）

午
後
6
時
キ
ッ
ク
オ
フ
（
対
水
戸
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
）

▼
場
所
　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

▼
招
待
券
配
布

○
対
象
　
笛
吹
市
民

○
応
募
受
付
期
間

　
7
月
1
日
〜
15
日

※
7
月
15
日
　
消
印
有
効

○
配
布
枚
数
　
7
5
0
枚
（
一
人
最
大

5
枚
ま
で
。
希
望
枚
数
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

○
観
戦
席
　
ホ
ー
ム
自
由
席
（
ア
ウ
ェ

イ
ス
タ
ン
ド
側
）

○
応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
往
信
ハ
ガ
キ
文
面
に
⑴
住
所
　
⑵
氏
名

⑶
生
年
月
日
　
⑷
電
話
番
号
　
⑸
希
望

枚
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
返
信
ハ
ガ
キ
宛
名
面
に
ご
自
身
の
住

所
、
お
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

返
信
ハ
ガ
キ
文
面
に
当
選
、
落
選
の

結
果
を
載
せ
て
お
送
り
し
ま
す
。

※
配
布
枚
数
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

○
応
募
先
　
〒
4
0
6
│
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
│
1

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

○
配
布
　
返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参
い
た
だ

き
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
南

館
内
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
に
つ
い
て
、
電
話
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
お
よ
び
事
前
予
約
等
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
教
室

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
安
全
な
乗
り

方
や
操
作
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
21
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
時
は
、
22
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
　
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
　
大
久
保
　
学
氏
（
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
協
会
公
認
指
導
員
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
自
転
車
に
乗
れ
る
方

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
長
ズ
ボ
ン
、
運
動

靴
、
手
袋
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
）

▼
申
込
受
付
　
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

ど
ん
な
虫
が
い
る
か
な

　
森
や
河
原
に
い
る
昆
虫
を
探
し
て
観

察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
28
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
時
は
、
ス
ラ
イ
ド
等
で
昆
虫
学

習
会
を
し
ま
す
。

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
瀬
田
実
氏
（
山
梨
動
物
生
態

研
究
会
会
長
）

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
長
ズ
ボ
ン
、
運
動

靴
、
筆
記
用
具
（
虫
眼
鏡
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付
　
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

森
の
清
流
ま
つ
り

　
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
捕
り
が
楽
し
め

ま
す
。

▼
対
象
　
5
歳
児
〜
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
4
日
（
土
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
5
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
1
5
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

▼
服
装
・
持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
良
い
服

装
・
川
に
入
れ
る
運
動
靴
な
ど
・
軍

手
・
着
替
え
・
手
ぬ
ぐ
い
・
魚
を
入

れ
る
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

▼
申
込
受
付
　
7
月
4
日
（
水
）
　
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

▼
日
時
　
7
月
26
日
（
木
）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
県
立
文
学
館

（
甲
府
市
貢
川
一
丁
目
5
│
35
）

▼
講
師
　
吉
田
　
愼
悟
氏
（
色
彩
計
画
家
）

▼
定
員
　
2
0
0
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
県
の
美
し
い
県
土
づ
く

り
推
進
室
へ
氏
名
ま
た
は
人
数
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
2
5

・
市
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導

担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

▼
日
時
　
7
月
7
日
（
土
）

受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合
（
甲
府
市
朝
気

1
│
2
│
2
）

▼
講
師
　
県
建
築
住
宅
課
お
よ
び
山
梨

県
建
築
士
会
青
年
部
一
級
建
築
士

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
建
築
士
会
　
青
年
部
　
秋
山

　
☎
0
5
5
（
2
7
4
）
0
0
3
1

　
☎
0
９
０
（
１
１
１
０
）
６
２
１
７

▼
チ
ー
ム
編
成

○
市
内
行
政
区
単
位

○
市
内
事
業
所
単
位
（
市
内
在
勤
の
方

含
む
）

▼
日
程
　
8
月
5
日
（
日
）
・
12
日
（
日
）

▼
定
員
　
16
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
7
月
20
日
（
金
）

代
表
者
会
議

▼
日
時
　
7
月
25
日
（
水
）

　
午
後
7
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階

会
議
室

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ

き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

▼
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
を
守
れ
る
方

○
職
務
上
、
税
務
や
警
察
に
関
係
の
な
い

方
お
よ
び
選
挙
に
直
接
関
係
な
い
方

▼
業
務
内
容
　
国
が
行
う
各
種
指
定
統

計
調
査
（
工
業
統
計
、
商
業
統
計
な

ど
）
に
つ
い
て
、
個
人
や
事
業
所
な

ど
に
調
査
依
頼
や
調
査
票
の
回
収
な

ど
を
行
い
ま
す
。
調
査
員
候
補
者
と

し
て
登
録
し
た
方
に
、
必
要
に
応
じ

て
市
か
ら
業
務
を
依
頼
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
報
酬
　
基
準
に
基
づ
い
て
支
払
い
ま
す
。

▼
調
査
時
期
　
調
査
に
よ
っ
て
実
施
時

期
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
に

よ
っ
て
調
査
地
域
、
調
査
員
数
な
ど

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
応
募
資
格
（
県
内
在
住
）

○
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生

○
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生

○
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生

○
第
4
部
　
中
学
生

○
第
5
部
　
高
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
、

一
般

○
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
　
小
学

生
以
上

▼
課
題
　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校
4

年
生
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
自

ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
作
品
の
規
格
　
B
2
版
（
72
・
8
㎝

×
51
・
5
㎝
）
と
し
ま
す
。
紙
質
、

色
彩
は
自
由
で
す
が
、
パ
ネ
ル
仕
上

げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
等
の

調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
用
紙

は
、
県
企
画
県
民
部
統
計
調
査
課
に

備
え
て
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
9
月
4
日
（
火
）
必
着
（
郵

送
ま
た
は
持
参
）
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�h

ttp
:/

/
w

w
w

.

p
r
e

f.y
a

m
a

n
a

s
h

i.jp
/

to
u

k
e

i_
2

/
e

tc
/

g
r
a

c
o

n
_

h
2

4
.h

tm
l

　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
企
画
県
民
部
　
統
計
調
査
課

〒
4
0
0
│
8
5
0
1

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6
│
1

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
4
0

▼
種
目
・
資
格
・
受
付
期
間

○
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

・
高
卒
（
見
込
み
含
）
〜
21
才
未
満
の
者

・
8
月
1
日
（
水
）
〜
9
月
7
日
（
金
）

○
看
護
学
生
（
男
・
女
）

・
高
卒
（
見
込
み
含
）
〜
24
才
未
満
の
者

・
9
月
3
日
（
月
）
〜
10
月
1
日
（
月
）

○
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生
（
任
期

制
）
・
男
子

・
18
才
以
上
27
才
未
満
の
者

・
社
会
人
・
大
学
生
等
　
8
月
24
日
（
金
）

ま
で
、
高
校
生
・
女
子
　
8
月
1
日

（
水
）
〜
9
月
7
日
（
金
）

○
陸
・
海
・
空
�

一
般
曹
候
補
生

・
18
才
以
上
27
才
未
満
の
者

・
8
月
1
日
（
水
）
〜
9
月
7
日
（
金
）

※
試
験
日
な
ど
の
詳
細
の
ほ
か
、
防
衛

大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
・
高
等

工
科
学
校
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
�

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協

力
本
部
　
募
集
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
3
）
1
5
9
1

・
自
衛
隊
　
甲
府
募
集
案
内
所
　

�
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
6
4
2
7



試験職種

警察官A
【平成25年4月採用】

警察官B
【平成25年4月採用】

男性

武道指導

女性

男性

女性

13人程度

2人程度

2人程度

13人程度

2人程度

採用予定人員 受付期間 第一次試験日

9月16日（日)

最終合格発表日

11月30日(金)
7月23日(月)

8月17日(金)
〜

▼
募
集
す
る
職
種
・
人
数

○
一
般
行
政
職
（
若
干
名
）

○
保
健
師
　
�

（
1
名
程
度
）

○
消
防
職
　
　
（
若
干
名
）

▼
受
験
資
格

○
一
般
行
政
職
Ⅰ
　
昭
和
57
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ

び
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

○
一
般
行
政
職
Ⅱ
　
昭
和
60
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
一
般
事
務
Ⅰ
の

要
件
に
該
当
し
な
い
人
で
、
高
校
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ

び
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

○
一
般
行
政
職
Ⅲ
　
昭
和
52
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
で
、
情
報
処
理

技
術
者
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格
し
、

民
間
企
業
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技

術
業
務
（
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
の
経
験
が
3
年
以
上
あ

る
人

○
一
般
行
政
職
（
自
己
ア
ピ
ー
ル
）

　
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
、
研
究
学

術
、
社
会
国
際
貢
献
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
大
き
な
実
績
、
成
果
を
収
め
、

こ
れ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
培
わ
れ

た
意
欲
や
能
力
を
市
政
で
発
揮
で
き

る
人
で
、
一
般
行
政
職
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ

の
受
験
資
格
に
該
当
す
る
人

○
保
健
師
　
昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
25
年
3
月

31
日
ま
で
に
そ
の
免
許
を
取
得
見
込

み
の
人

○
消
防
職
Ⅰ
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
同

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

○
消
防
職
Ⅱ
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
消
防
職
Ⅰ
の
要
件
に

該
当
し
な
い
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
同
程

度
の
学
力
を
有
す
る
人

※
他
に
条
件
や
欠
格
事
項
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
7
月
23
日
か
ら
配
布
す

る
試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
試
験

○
職
種
　
一
般
行
政
職
（
Ⅰ
・
Ⅱ

Ⅰ
・
Ⅱ
）

○
受
験
資
格
（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人

○
年
齢
要
件

・
上
記
一
般
行
政
職
Ⅰ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・
上
記
一
般
行
政
職
Ⅱ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

▼
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布
期
間

　
７
月
23
日
（
月
）
〜
8
月
15
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
7
月
30
日
（
月
）
〜
8
月
15
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
試
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所

　
総
務
部
総
務
課
（
市
役
所
本
庁
舎
2
階
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

　
詳
し
く
は
、
7
月
23
日
以
降
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
第
一
次
（
学
科
）
試
験
日
（
全
職
種
）

9
月
16
日
（
日
）

消
防
職
体
力
検
査

9
月
17
日
（
月
）

▼
以
降
の
試
験
日
程

10
月
以
降
に
論
文
・
討
論
試
験
及
び

面
接
試
験
等
を
順
次
実
施
予
定

■
問
合
せ
先

　
総
務
課
�

人
事
給
与
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

平成24年度�第2回山梨県警察官採用試験を実施します。

※警察官A　大学を卒業した者(平成25年3月までに卒業見込みの者を含む)
※警察官B　高校・短大等を卒業した者(平成25年3月までに卒業見込みの者を含む)

■問合せ先　笛吹警察署
　警務課　☎�055（262）0110

　
市
内
で
活
動
す
る
N
P
O
法
人
な
ど
、

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体
に
対

し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

運
営
し
、
主
に
市
内
で
公
益
性
の
あ

る
活
動
を
行
う
団
体

▼
内
容

○
N
P
O
法
人
の
設
立
に
対
す
る
経
費

（
法
人
認
証
取
得
申
請
経
費
）
一
団

体
に
つ
き
10
万
円
ま
で

○
N
P
O
法
人
等
が
行
う
活
動
の
継
続

に
必
要
な
経
費
（
活
動
を
周
知
す
る

た
め
の
経
費
）
一
団
体
に
つ
き
5
万

円
ま
で

○
そ
の
他
、
N
P
O
法
人
等
の
活
動
の

活
性
化
に
必
要
な
経
費
（
講
座
・
講

演
会
な
ど
に
必
要
な
経
費
）
一
団
体

に
つ
き
5
万
円
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

E
メ
ー
ル

　
市
内
で
陶
磁
器
の
制

作
で
活
躍
し
て
い
る
早

川
志
津
子
先
生
に
よ
る

陶
芸
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
毎
月
第
3
土
曜
日

�
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
こ
の
時
間
内
で
個
別
に
指
導
し
ま
す

の
で
、
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
創
作
活
動
室

▼
参
加
費
　
1
回
に
つ
き
2
8
0
0
円

�
（
粘
土
2
㎏
焼
成
費
等
す
べ
て
含
む
）

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
・
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

・
早
川
志
津
子

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
1
2
6

　
笛
吹
市
太
鼓
連
合
は
、
和
太
鼓
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以

上
の
方

▼
日
時
　
7
月
17
・
24
・
31
日
、
8
月
7

日
い
ず
れ
も
火
曜
日
（
計
4
回
）

　
午
後
8
時
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
天
雷
太
鼓
道
場
（
甲
府

国
際
カ
ン
ト
リ
ー
入
口
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
4
回
合
わ
せ
て
）

▼
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
上
履

き
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
太
鼓
連
合

・
梶
原
☎
0
5
5
（
2
6
4
）
2
7
2
9

・
水
上
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
9
3
8

　
パ
ソ
コ
ン
中
級
検
定
の
取
得
を
目
指

し
ま
す
。

▼
対
象
　
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
8
月
20
日
（
月
）
〜
9
月
11
日

（
火
）
　
土
・
日
を
除
く
17
日
間

▼
場
所
　
日
建
学
院（
石
和
町
広
瀬
7
8
2
）

▼
定
員
　
20
人
�

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
8
月
3
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

▼
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

▼
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン（
第
2
回
）

▼
商
業
簿
記
3
級

▼
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
3
級

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

問
合
せ
等
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　h
t
t
p

:/
/

w
w

w
.y

it
jc

.a
c

.jp

　
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
経
理
実
務
講
座
（
入
門
編
）（
8
月
開
講
）

▼
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
作
成
）（
8
月
開
講
）

▼
二
級
建
築
士
試
験
対
策
講
座
（
設
計

製
図
）
（
8
月
開
講
）
　
な
ど

※
日
程
・
対
象
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、

問
合
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
塩
部
4
│
5
│
28
）

�
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0



　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

平
成
24
年
度
の
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
、
ま
た
保
険
料
額
が
確
定
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は

7
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
、

新
し
い
被
保
険
者
証
は
8
月
1
日
よ
り

お
使
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
負
担
割
合
の
変
更
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
な

い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
効
期
限
が

短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
開
始
　
8
月
1
日
（
水
）

▼
有
効
期
限
　
平
成
25
年
7
月
31
日

※
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
、
8

月
以
降
お
使
い
に
な
れ
ま
せ
ん
。
古

い
被
保
険
者
証
は
、
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
裁
断
す
る

な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限

は
、
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
8
月
1
日

以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
（
今

年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
）
に

は
、
新
し
い
認
定
証
を
7
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。
な
お
、
古
い
認
定
証
は

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
規
に
交
付
を
希
望
す
る
方
（
適
用

要
件
に
該
当
）
は
、
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

▼
申
請
時
の
持
ち
物

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
と
印
鑑

▼
申
請
場
所
　
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
各
支
所

▼
認
定
証
の
有
効
期
限
　
有
効
期
限
は
、

申
請
し
た
月
の
初
日
（
申
請
し
た
月

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
方
は
そ
の
日
）
か
ら
次
の
7
月
31

日
ま
で
で
す
。
毎
年
8
月
1
日
が
認

定
証
の
年
度

更
新
日
で
す
。

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
に

つ
い
て

　
住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
1
4
5
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
一
部
負
担
金
（
診
療
等
に
お

け
る
被
保
険
者
の
窓
口
負
担
）
の
負
担

割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
方

へ
は
6
月
中
旬
に
勧
奨
通
知
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
確
定
申
告
書
や
源
泉
徴

収
票
の
写
し
な
ど
所
得
状
況
の
分
か
る

書
類
を
添
え
て
、
申
請
の
お
知
ら
せ
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に
窓
口

ま
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
か
ら
地
方
税
に
お
け
る

扶
養
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、
算
定

方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
保
険
料
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
7
月
に
平
成
24
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
は
平
成
23
年
中
の
年
金
や

給
与
・
農
業
・
不
動
産
と
い
っ
た
収
入

に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
方
法
に
つ
い
て

○
特
別
徴
収
（
年
金
よ
り
直
接
天
引
き
）

の
方

　
7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

お
よ
び
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
、

10
月
以
降
（
12
月
、
翌
年
2
月
）
に

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
翌
年
度
4
月
以
降
の
仮
徴

収
額
は
、
2
月
時
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

　
既
に
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は
、

本
算
定
さ
れ
た
年
額
か
ら
4
・
6
・

8
月
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
を

控
除
し
た
差
額
が
10
・
12
・
翌
年
2

月
の
3
回
に
分
け
て
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
8.5
割
軽
減
や
所
得
割

5
割
軽
減
な
ど
に
該
当
、
あ
る
い
は

年
度
の
中
途
で
保
険
料
の
変
更
等
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か

ら
普
通
徴
収
に
納
付
方
法
が
変
更
と

な
っ
た
方
で
、
本
年
10
月
よ
り
再
度

特
別
徴
収
と
な
ら
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
7
・
8
・
9
月
を
普
通
徴
収
、

10
月
以
降
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る

年
6
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仮徴収

本徴収

第1期　　4月

第2期　　6月

第3期　　8月

第4期　10月

第5期　12月

第6期　　2月

特別徴収の方の納入月

○
普
通
徴
収
の
方
（
納
入
書
等
に
よ
り

直
接
金
融
機
関
等
で
納
め
る
方
、
あ

る
い
は
口
座
振
替
を
申
請
さ
れ
た
方
）

　
7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

お
よ
び
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

納
期
は
年
8
回
（
7
月
か
ら
翌
年
2

月
ま
で
毎
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
日
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
忘
れ

あ
る
い
は
残
高
不
足
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
に
は
、
翌
月
20
日
頃
に
督

促
状
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
の
届
出
先
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
に
な
り
ま
す
）
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ
り
口
座

振
替
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康
保

険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
も
、

改
め
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
口

座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
持
ち
物

①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
証

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
に
つ

い
て
は
前
年
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
本
人
と
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
を
合
計
し
た
額
が
、
次
の
表
に
示

す
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て
、
均
等
割

額
（
3
万
9
6
7
0
円
）
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
所
得
の
算
定
で
収
入
が
公
的

年
金
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
年
金
収
入

か
ら
公
的
年
金
控
除
と
高
齢
者
特
別
控

除
額
（
15
万
円
）
を
控
除
し
た
額
が
軽

減
判
定
用
所
得
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

す
る
直
前
に
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
保
険
料
の
均

等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
所

得
割
額
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
）
所
得
割

額
に
つ
い
て
も
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所

得
割
額
を
一
律
5
割
軽
減
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
の
特

別
徴
収
を
4
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、

保
険
料
は
基
本
的
に
年
金
か
ら
特
別
徴

収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満

の
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

2
分
の
1
を
超
え
る
方
お
よ
び
口
座
振
�

替
を
希
望
す
る
方
な
ど
は
、
普
通
徴
収

に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

支
え
る
大
き
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
付
状
況

が
不
明
な
場
合
や
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

「基礎控除額（33万円）を

超えない世帯で、被保険

者全員が年金収入80万円

以下（その他各種所得が

ない）」世帯

「基礎控除額（33万円）＋

24.5万円×世帯の被保険

者数（被保険者である世

帯主を除く）」を超えない

世帯

「基礎控除額（33万円）＋

35万円×世帯の被保険者

数」を超えない世帯

世帯の総所得金額等

（世帯主と被保険者により

判定）

「基礎控除額（33万円）」

を超えない世帯

第１期　　７月３１日（火）

第２期　　８月３１日（金）

第３期　１０月　１日（月）

第４期　１０月３１日（水）

第５期　１１月３０日（金）

第７期　　１月３１日（木）

第８期　　２月２８日（木）

普
通
徴
収
　
納
期
限

（
納
付
は
納
付
書
で
確
認
を
）

第６期　　１月　４日（金）
（口座振替日１２月２８日）

軽減割額 軽減後均等割額

9割軽減

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

3,967円

5,950円

19,835円

31,736円



　
禁
煙
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
、
禁

煙
に
何
度
か
ト
ラ
イ
し
て
い
る
が
成
功

し
な
い
方
、
禁
煙
に
興
味
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
禁
煙
教
室
」
に
申

し
込
ん
で
、
仲
間
と
一
緒
に
禁
煙
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
禁
煙
に
関
心
が
あ
る
市
民

▼
日
時
　
9
月
5
日
（
水
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
三
枝
芳
樹
氏
（
三
枝
ク
リ
ニ

ッ
ク
　
院
長
）

▼
内
容

○
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

○
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

へ
の
影
響
と
防
止
策
に
つ
い
て

○
禁
煙
の
方
法
と
効
果
に
つ
い
て

○
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
展
示
や
禁

煙
外
来
の
紹
介

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切
　
7
月
27
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
今
年
度
も
、
9
月
5
日
か
ら
10
日
ま

で
、
山
交
百
貨
店
5
階
催
事
場
に
お
い

て
「
第
15
回
障
害
者
文
化
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
芸
術
文
化
作

品
の
出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
出
展
対
象

　
県
内
に
居
住
す
る
障
が
い
者

▼
出
展
種
別
　
手
芸
、
絵
画
、
書
道
、

文
芸
（
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等
）
、

工
芸
、
陶
芸
な
ど

※
作
品
別
に
大
き
さ
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
出
展
方
法
　
7
月
20
日
（
金
）
〜
8
月

３
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
病
院
、
施
設
等
か
ら
も

出
展
可
能
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
�

障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
県
立
盲
学
校
に
は
、
視
覚
障
害
の
あ

る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
職
業
学

科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
学
校
見
学
お
よ
び
入
学

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
来

校
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
盲
学
校
　
教
務
係

白
倉
・
保
坂
（
平
日
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）

☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
2

E
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【作り方】

①米はとぎ、30分～１時間水につけてから酒を

入れて炊く。

②すももは小さく角切りにし、青じそはせん切

りにして水にさらす。

③炊けたごはんに、すももと半量の青じそ、半

量の白ごまを加えて混ぜる。

④� ③を茶碗に盛り、残りの青じそと白ごまをの

せる。

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎055（261）1901

材　料（4人分）

米�……………�320ｇ

水�……………�480ml

酒�……………�小さじ４

主食１つの目安は
市販のおにぎり１つ

すもも�………�2個�

青じそ�………�8枚

白ごま�………�小さじ４

毎月19日は食育の日、毎日朝ごはんをしっかり食べましょう。

主食２つ

笛吹市の食材

すもも

　
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
運
動

の
基
礎
的
な
話
と
運
動
実
技
の
講
座
で

す
。
開
催
は
今
年
で
7
年
目
、
卒
業
生

は
、
の
べ
1
2
4
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
も
自
主
活
動
の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
定
期
的
に
学
習
会
を
開

催
し
た
り
、
高
齢
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
な
ど
各
地
区
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
養

成
講
座
に
は
、
初
級
・
中
級
・
上
級
の

3
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
（
中
級
・

上
級
養
成
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
級
・

中
級
の
養
成
講
座
修
了
者
が
受
講
で
き

ま
す
）
初
級
養
成
講
座
で
は
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
「
運

動
が
苦
手
」
と
い
う
方
に
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
60

才
以
上
の
健
康
な
方

▼
日
時
　
9
〜
11
月
の
毎
週
火
曜
日
（
全

12
回
）
9
月
4
・
11
・
18
・
25
日
、

10
月
2
・
9
・
16
・
23
・
30
日
、
11

月
6
・
13
・
20
日

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
7
時
30
分
か

ら
9
時
ま
で

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間

　
7
月
2
日
（
月
）
〜
8
月
10
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
自
分
自
身
や
家
族
の
為
に
「
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
」
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
シ
コ

リ
の
模
型
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
7
月
10
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き

っ
ず
や
つ
し
ろ

▼
講
師
　
若
尾
直
子
氏
（
山
梨
ま
ん
ま

ク
ラ
ブ
代
表
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
サ
ー
ク
ル
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
就
園
前
の
ふ
た

ご
・
み
つ
ご
が
い
る
家
庭

▼
日
時
　
7
月
13
日
（
金
）

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ

ず
い
ち
の
み
や

▼
内
容
　
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
・
マ

マ
の
お
し
ゃ
べ
り
、
お
や
つ
タ
イ
ム

▼
参
加
費
　
2
0
0
円
（
一
家
庭
）

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品

と
飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
　

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を

学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
7
月
12
日
（
木
）・
19
日
（
木
）・

26
日
（
木
）
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
合
わ
せ
て

3
0
0
0
円
（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
付
音
楽
C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　H
a

p
p

y
�

�
S

p
a

c
e

�ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

ポリオの定期予防接種については、9月から次のとおり変更となります。

春・秋

通年

※秋に予定されていた石和保健福祉センターでの集団接種は行われません。� ※生ワ
クチンを１回接種している方は、不活化ワクチンを３回接種することになります。�
※未接種の方には８月に個別予防接種の予診票を送付する予定です。（一部ご連絡済
みの方を除きます）接種対象など詳しくは、お問い合わせください。

■問合せ先
　健康づくり課　母子保健担当
　☎�055（261）1901

従来

9月以降

生ワクチン
（ウイルスを弱毒化したもの）

不活化ワクチン
（ウイルスを殺したもの）

経口接種
(口から飲む)

皮下接種
（皮下に注射）

２回

４回

石和保健福祉センター（集団接種）

各契約医療機関（個別接種）

ワクチン 接種方法
接種
回数

接種場所
接種
時期



悪
質
な
滞
納
は

　
　
　
　
　
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん

　
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
は
、
市
税
を

納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
再
三
の
催
告
に
も
納
付

に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
強

制
的
に
給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、
預

給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差
押
え

貯
金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差
押
え

を
執
行
し
、
そ
の
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ

を
執
行
し
、
そ
の
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価
し
、
滞
納

ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価
し
、
滞
納

税
額
に
充
て
ま
す
。

税
額
に
充
て
ま
す
。

　
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
職
員
が

滞
納
者
の
自
宅
等
を
強
制
的
に
捜
索
し

て
、
発
見
し
た
財
産
を
差
押
え
、
搬
出

し
、
公
売
す
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

納
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い
方
は
、

　
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
災
害
や
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
ご
本
人
の
生
活
状
況

や
財
産
の
取
得
状
況
な
ど
を
申
告
し
て

い
た
だ
き
、
調
査
の
結
果
要
件
に
該
当

し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
内
の
納
税
が
困
難
な
方
は
、

納
税
相
談
（
日
曜
日
も
実
施
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
納
税
相
談
窓
口

　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
7
月
は
、
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画

税
は
平
成
27
年
度
か
ら
課
税
に
な
り
ま

す
）
の
第
1
期
・
全
期
前

納
の
納
期
で
す
。

▼
第
1
期
の
納
期
限

　
7
月
31
日
（
火
）

※
全
期
を
一
括
で
納
付
す
る
場
合
は
、

7
月
17
日
（
火
）
ま
た
は
7
月
31
日
（
火
）

ま
で
で
す
。
（
報
奨
金
の
違
い
に
よ

り
ま
す
）

※
二
重
納
付
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
納
付
以
外
の
方
に
は
、
納

付
書
が
6
枚
入
っ
て
い
ま
す
。
納
付

方
法
に
よ
り
使
用
し
て
い
た
だ
く
納

付
書
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
す

る
際
に
は
、
納
付
書
右
側
の
印
字
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
年
税
額
が

4
0
0
0
円
未
満
の
場
合
、
納
付
書

は
1
枚
に
な
り
ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

自動車の差押え例（タイヤロックにより運行禁止措置）

差押財産

給　与

不動産

自動車

預貯金

生命保険

その他

計

差押え実績

（H23.4̃H24.3）

件　数

61

21

2

438

163

50

735

　納期限までに税金が完納されない場合には、

納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、

税額に次の割合を乗じて計算した延滞金がかか

ります。

　納期限の翌日から1カ月を経過する日まで

　→�年7.3％（平成24年1月1日以降は4.3％）

　1カ月を経過した日以降

　→�年14.6％

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
に
は
保
険
料
の
納
付
を
免
除

ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
制
度
内
容
を
確
認
し
て
平
成
24

年
7
月
分
か
ら
平
成
25
年
6
月
分
ま
で

の
間
の
保
険
料
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
7
月
分
か

ら
24
年
6
月
分
）
の
申
請
も
平
成
24

年
7
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

①
免
除
制
度
　
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
手

続
き
を
行
い
年
金
事
務
所
で
前
年
所

得
等
を
審
査
後
、
承
認
さ
れ
る
と
そ

の
期
間
の
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一

部
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
が
で
き
る
方

○
申
請
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者
、
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
が
前
年
の
所
得
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る

方
○
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、
天
災

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

方
○
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

○
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別
障
が

い
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

▼
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
の
世
帯
構

成
別
の
所
得
基
準
の
目
安

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
の
承
認
を

受
け
た
場
合
は
、
新
た
に
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
一
部
納
付
の
保
険
料

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
　
20
歳
以
上

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
の
所
得
が
、
定
め
ら
れ
た
基

準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で
き

ま
す
。

①
・
②
共
通
事
項

▼
免
除

○
免
除
（
全
額
・
一
部
納
付
）
・
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
期
間
　

　
平
成
24
年
7
月
〜
平
成
25
年
6
月

※
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

全
額
免
除
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

に
つ
い
て
は
、
「
継
続
申
請
」
を
希

望
す
る
と
翌
年
か
ら
は
本
人
の
申
請

手
続
き
が
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

ア
　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

イ
　
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）

ウ
　
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

次
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
等
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

免
除
・
猶
予
は
未
納
よ
り
有
利
で
す

▼
後
の
年
金
に
反
映
　
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

▼
後
の
年
金
に
一
部
算
入
　
老
齢
基
礎

年
金
額
を
算
出
す
る
際
に
免
除
期
間

は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
計
算
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
は
入
り
ま
せ

ん
。

▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も
保
障

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
受
給
す
る
た

め
の
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
を
承
認
さ

れ
て
も
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
相
談
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
あ
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
18
日
（
水
）
　
○
8
月
15
日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時
で
、
場
所
は
市
役

所
本
庁
�
3
階
�

会
議
室
で
す
。

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1

　
（
国
民
年
金
）

189万円

世帯構成

4人世帯
(夫婦・子2人)

2人世帯
(夫婦のみ)

単身世帯

全額免除
納付猶予

162万円

57万円

92万円

一　部　納　付

1／4納付

230万円

142万円

93万円

1／2納付

282万円

195万円

141万円

3／4納付

335万円

247万円



　農繁期になり、市に農作業等の

苦情が多数寄せられています。農

薬は正しく使用しましょう。

　農薬を取り扱う方の安全はもち

ろん、農薬が周辺の住宅や他の農

作物に飛散しないよう、ご注意く

ださい。

　住宅地周辺において農薬を散布するときは…
　事前に周辺住民に連絡し、住宅に隣接している所は手散布

にする。また散布方法や早朝は避けるなど、時間帯に注意
する。

　道路沿いで車や歩行者がいる場合は散布を一時中止するな
どの配慮をする。

※大きな音がともなう農作業も時間帯に注意してください。

農薬を使用するときは…農薬のラベルに書かれている適用作
物、使用濃度、使用時期および使用回数などの安全使用基準
や注意事項を守る。

　事業所やご家庭において農地以外の場所で除草剤を散布す
るような場合（樹木や花壇などの病害虫防除や、駐車場など）
にも周辺で栽培されている農作物に農薬が飛散すると、その
農作物が出荷できなくなることもあるので、注意する。

　農薬の残液を河川等に流すと、
環境汚染の原因になります
　農薬調整時には一度の散布で使

いきれる量を調整し残液は散布
むらの調整に利用する。

　散布に使用した器具及び容器を
洗浄した水は、排水路や河川等
に直接排水しない。

　農薬の飛散など農作業に係るトラブルを防ぐには、農家、非農家を問わず、地域において日頃か
ら話し合いを行い、連絡を取り合うことが大切です。

■問合せ先　農林振興課　農林振興担当　☎�055(262)4111

　
最
近
鳥
の
ヒ
ナ
を
保
護
し
た
と
い
う

連
絡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ

が
地
面
に
降
り
て
い
る
だ
け
で
、
保
護

し
な
く
て
も
よ
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
次
の

問
答
（
Q
＆
A
）
を
参
考
に
し
て
、
保

護
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
人
為
的
に
け
が
を
し
た
野

鳥
や
け
が
も
無
く
死
ん
で
い
る
鳥
に
つ

い
て
は
保
護
・
回
収
等
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
野
鳥
は
許
可
無
く
捕
獲
や
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
う
し
て
ヒ
ナ
が
地
面
に
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
野
鳥
の
ヒ
ナ
の
多
く
は
卵
か
ら
か
え

っ
て
羽
が
生
え
そ
ろ
う
と
す
ぐ
に
巣

立
つ
の
で
、
巣
か
ら
飛
び
出
す
段
階

で
は
う
ま
く
飛
べ
ず
に
落
ち
る
も
の

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
け
が
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
親
鳥
が
え
さ
や
り
や

誘
導
を
す
る
う
ち
に
、
少
し
づ
つ
飛

べ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
は
あ
ま
り
動
き

ま
せ
ん
。
親
鳥
は
人
が
ヒ
ナ
の
近
く

に
い
る
と
警
戒
し
て
近
づ
け
な
い
の

で
、
そ
の
場
を
去
る
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

Ｑ
ネ
コ
や
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
心
配
で
し
た
ら
、
ヒ
ナ
を
近
く
の
茂

み
の
中
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
親
鳥
は

姿
が
見
え
な
く
て
も
、
ヒ
ナ
の
声
で

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Ｑ
人
が
ヒ
ナ
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
か
？

Ａ
た
く
さ
ん
の
虫
を
与
え
続
け
る
な
ど

す
れ
ば
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に

親
鳥
と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
1
週

間
か
ら
1
カ
月
）
に
「
何

が
食
べ
物
で
、
何
が
危

険
か
」
な
ど
を
学
習
し

て
ひ
と
り
立
ち
す
る

の
で
、
人
に
育
て
ら

れ
た
ヒ
ナ
が
自
然
の

中
で
生
き
て
い
け
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
一
年
以
上
耕
作
や
管
理
が
行
わ
れ
ず

に
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
（
耕
作
放
棄

地
）
は
、
景
観
だ
け
で
な
く
病
害
虫
の

温
床
と
な
る
な
ど
、
周
辺
の
農
地
へ
の

悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
荒
れ
て
い
る
農
地
の
整

備
を
行
う
場
合
、
市
地
域
農
業
再
生
協

議
会
に
よ
り
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

▼
最
大
で
解
消
費
用
の
50
％
を
補
助

▼
棚
の
設
置
や
土
壌
改
良
、
営
農
の
為

の
苗
の
費
用
な
ど
を
補
助

※
賃
貸
借
の
設
定
や
耕
作
放
棄
地
の
復

旧
作
業
を
行
う
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
担
当
者
が
現
地
を
確
認
す
る
前

に
着
工
す
る
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
地
の
所
有
者
本
人
が
耕
作
を
す
る

目
的
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
市
地
域
農
業
再
生
協
議

会
事
務
局
（
農
林
振
興
課
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
3

　
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
が
続
く
と
水
不

足
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
蛇

口
の
水
を
こ
ま
め
に
止
め
る
、
宅
内
の

漏
水
を
修
理
し
無
駄
を
少
な
く
す
る
な

ど
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
を
調
べ
る
方
法

①
家
中
の
蛇
口
や
水
洗
ト
イ
レ
等
の
バ

ル
ブ
を
完
全
に
閉
め
る
。

②
メ
ー
タ
ー
の
中
に
あ
る
、
銀
色
と
赤

色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば

漏
水
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
水
道
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
6

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
6
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
�
�
�
�
�
�
�

○
7
月
15
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
18
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
（
財
）
山
梨
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

県
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
方
々
の

生
活
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

○
毎
月
第
1
水
曜
日

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

○
毎
月
第
3
日
曜
日
　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
県
立
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
甲

府
市
飯
田
2
│
2
│
3
）

▼
相
談
員
　
法
律
専
門
家

▼
通
訳
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
英
語
、
日

本
語
（
予
約
に
応
じ
て
そ
の
他
の
言

語
も
対
応
で
き
ま
す
）

※
（
財
）
山
梨
県
国
際
交
流
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
:/

/
w

w
w

.y
ja

.o
r.jp

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
（
財
）
山
梨
県
国
際
交
流
協
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
5
4
1
9

　
県
で
は
、「
山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
」

を
委
嘱
し
、
地
域
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
24
年
度
　
消
費
生
活
相
談
員

○
渡
邊
　
美
保
子
　
（
石
和
町
今
井
）

○
渡
辺
　
た
か
子
　
（
八
代
町
北
）

○
相
川
　
三
四
子
　
（
境
川
町
石
橋
）

○
雨
宮
　
直
子
　
　
（
春
日
居
町
別
田
）

○
相
川
　
昭
夫
　
　
（
一
宮
町
金
田
）

○
齊
藤
　
文
雄
　
　
（
春
日
居
町
小
松
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
高
齢
者
を
中
心
に
、
株
や
社
債
の
取

引
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
次

の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
勧
誘
等
に
す
ぐ
応
じ
な
い
。

▼
も
う
け
話
を
安
易
に
信
じ
な
い
。

▼
よ
く
わ
か
ら
な
い
商
品
（
未
公
開
株

な
ど
）
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

※
無
登
録
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
の
売

付
け
は
原
則
と
し
て
無
効
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
財
務
省
　
関
東
財
務
局
証
券
監
督
第

1
課

　
☎
0
4
8
（
6
1
3
）
3
9
5
2

・
笛
吹
警
察
署

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
6
6

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
4
5
5

ざ
い
　
や
ま
な
し
け
ん
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

け
ん
な
い
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
こ
く
じ
ん
　
　
　
か
た
が
た

せ
い
か
つ
　
　
　

か
ん
　
　
　
　
　

も
ん
だ
い

そ
う
だ
ん
か
い
　
　
　

か
い
さ
い

よ
や
く
　
　
　
ひ
つ
よ
う

に
ち
じ

ま
い
つ
き
だ
い
　
　
　
す
い
よ
う
び

ま
い
つ
き
だ
い

に
ち
よ
う
び

ご
�

ご
　
　
　
じ
　
　
　

ぷ
ん
　
　
　
　
　
じ

ご
�

ご

じ

じ

ば
し
ょ
　
　
け
ん
り
つ
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う

ふ
　
し

い
い
だ

そ
う
だ
ん
い
ん
　
　
　
ほ
う
り
つ
せ
ん
も
ん
か

つ
う
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
　
　
　
　

え
い
ご
　
　
　
　

に

ほ
ん
ご
　
　
　
　

よ
や
く
　
　
　
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　
　
　

げ
ん

ご
　
　
　
た
い
お
う

ざ
い
　
や
ま
な
し
け
ん
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

ら
ん

も
う
し
こ
み
　
　

と
い
あ
わ
　
　
　

さ
き

ざ
い
��

や
ま
な
し
け
ん
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

が
い
こ
く
じ
ん

そ
う
だ
ん

　相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・各地域
事務所どちらでも結構です。

毎日の暮らしの中での問題についてご相談く
ださい。相談は無料で、相談者の秘密は固く守
られます。

芦川町ふれあいプラザ

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

7月25日（水）

8月22日（水）

9月26日（水）

8月17日（金）

7月18日（水）

9月19日（水）

8月8日（水）

7月12日（木）

9月13日（木）

8月7日（火）

9月6日（木）

　開設日程

開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

午後1時30分
～3時30分

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288

同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170

　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
憩
い
の
場

や
道
路
沿
い
な
ど
へ
花
を
植
え
た
り
育

て
た
い
地
区
・
住
民
の
団
体
な
ど
に
対

し
て
、
花
の
苗
や
種
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
お
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
今
年
も
、
花

苗
配
布
事
業
を

利
用
し
て
、
多

く
の
団
体
が
花

苗
の
支
給
を
受

け
ま
し
た
。
市

役
所
入
り
口
や
、

公
民
館
、
道
路

沿
い
、
土
手
沿

い
な
ど
の
花
だ
ん
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

に
、
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
共
空
地
が
あ
り
、
花
が
大
好
き
な

方
は
、
仲
間
と
一
緒
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
7
月
は
第
62
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
笛
吹
市

推
進
委
員
会
」
と
笛
吹
市
保
護
区
保
護

司
会
で
は
、
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
、
い
じ
め
虐
待
の
な
い

地
域
づ
く
り
や
健
全
な
青
少
年
の
育
成

に
努
め
、
誰
も
が

安
心
・
安
全
な
地

域
社
会
の
中
で
生

活
で
き
る
こ
と
目

指
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
7
月
は
、
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
強
調
月
間
と

し
て
、
全
国
で
総
合
的
な
非
行
・
被
害

防
止
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
夜
間
の
愛
の
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
強
化
す
る
な
ど
、
青

少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
の
徹
底
を
図

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
に

育
つ
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
家
族
や

人
を
愛
し
、
自
然
や
郷
土
を
大
切
に
す

る
子
ど
も
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
「
あ

い
さ
つ
　
聞
き
方
　
言
葉
遣
い
」
を
日

頃
か
ら
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
7
月
の
強
調
月
間
で
も
「
地
域
の
子

ど

も

は

、

地

域
が
育
て
る
」

「
で
き
る
こ
と

か

ら

は

じ

め

よ
う
!

　

ま
ず

は
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
か
ら
」

を

呼

び

か

け

て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
厚
生
労
働
省
「
職
場
の
い
じ
め
・
嫌

が
ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
」
は

「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予

防
・
解
決
に
向
け
た
提
言
」
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

提
言
の
ポ
イ
ン
ト

　
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な

く
す
た
め
に
、
企
業
、
労
働
組
合
、
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
問
題
が
生

じ
な
い
組
織
文
化
を
育
て
る
た
め
、

自
ら
範
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
姿
勢

を
明
確
に
示
す
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
う
べ
き

▼
上
司
　
自
ら
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
部

下
に
も
さ
せ
な
い
よ
う
、
職
場
を
管

理
す
べ
き

▼
職
場
の
一
人
ひ
と
り
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
互
い
の
人
格

を
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
が
重
要

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
　
労
働
基
準
部
監
督
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
3

石和温泉駅前での啓発運動

啓発チラシ入りのティッシュの配布

ア
ピ
タ
石
和
店
　
様

（
笛
吹
市
石
和
町
窪
中
島
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

（
株
）
介
護
セ
ン
タ
ー
花
岡

代
表
取
締
役
社
長
　
花
岡
剛
成
　
様

（
長
野
県
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
）

【
車
い
す
（
自
走
式
）
4
台
】



（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

2012年5月22日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2012年5月29日

市役所境川支所

石和町下平井

石和町下平井

石和町下平井

石和町下平井

石和町小石和

石和町小石和

境川町藤垈

石和町唐柏

八代町米倉

御坂町金川原

一宮町末木

石和町四日市場

石和町四日市場

石和町四日市場

¥980,000

¥17,000,000

¥4,600,000

¥8,700,000

¥7,800,000

¥4,000,000

¥10,000,000

¥2,700,000

¥6,200,000

¥3,300,000

¥3,700,000

¥23,000,000

¥5,000,000

¥6,600,000

¥60,000,000

三和防災（株）

（株）小林事務機

（株）小林事務機

NECネッツエスアイ（株）甲府営業所

（株）NTT東日本-山梨

（株）山梨技術研究所

（株）カワイ

甲信商事（株）甲府支店

中央舗道建設（有）

（有）桃李

（株）佐野緑化土木

矢崎興業（株）

（株）有電

（有）ツチヤ設備

（株）中村工務店

　本庁舎耐震改修と窓口サービスの充実のため、7月から南館および春日居支所（仮庁舎として
の改修）で工事が始まります。
　工事に伴いまして、来庁される皆さんには、ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。
　また、工事に伴い業務場所が移転しますが随時広報紙などでお知らせします。

操法大会（消防）関係物品購入

Microsoftライセンス購入

VMwareライセンス購入

シンクライアント端末購入

シンクライアント用サーバ機器購入

石和中学校地質調査業務委託

石和中学校測量調査業務委託

藤垈地内減圧弁更新工事

唐柏地内舗装本復旧工事

市道4237号線側溝改修工事

市道3332号線側溝改修工事

一宮中学校グラウンド整備及び門扉設置工事

笛吹市立石和第二保育所第二期改修（電気設備）工事

笛吹市立石和第二保育所第二期改修（機械設備）工事

笛吹市立石和第二保育所第二期改修（建築）工事

¥961,200

¥10,852,420

¥2,657,200

¥6,077,000

¥5,835,000

¥3,400,000

¥8,420,000

¥2,260,000

¥5,820,000

¥2,574,000

¥2,886,000

¥18,400,000

¥4,700,000

¥5,790,000

¥47,980,000

■問合せ先　管財課　管理担当　☎�055（262）4111

　
7
月
9
日
、

住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
外
国
人
住
民
の

利
便
の
増
進
お
よ
び
市
町
村
等
の
行
政

の
合
理
化
を
目
的
と
し
て
、
外
国
人
住

民
を
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
応
対
象
に

加
え
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
と
同
時
に
外
国
人
登
録
法
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象

と
な
る
外
国
人
住
民
は
、
観
光
目
的
な

ど
短
期
滞
在
者
等
を
除
く
、
適
法
に
3

カ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国
人
で
、

住
所
を
有
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

　
7
月
9
日
時
点
で
制
度
の
対
象
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
外
国
人
の
方
に
は
、

仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
対
象
者

で
仮
住
民
票
が
未
着
の
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が

必
要
な
た
め
、
次
の
日
程
で
自
動
交
付

機
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
停
止

し
ま
す
。

　
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
事
前
に
取

得
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時

○
7
月
4
日
（
水
）

　
午
前
6
時
30
分
〜
正
午

○
7
月
7
日
（
土
）
午
前
6
時
30
分
か
ら

　
7
月
9
日
（
月
）
正
午
ま
で

※
7
月
8
日
（
日
）
は
、
日
曜
窓
口
も
行

い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
戸
籍
住
民
課
�

住
民
記
録
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　7月8日はシステム改修作業のため、日

曜窓口業務をお休みさせていただきます。

　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力

をお願いします。

■�問合せ先　環境推進課　☎�055(262)4111　または各支所

　
市
で
は
、
お
盆
の
お
供
物
を
可
燃

ご
み
と
し
て
収
集
し
ま
す
。
通
常
の

可
燃
ご
み
同
様
、
各
自
の
責
任
で
、

区
の
決
め
ら
れ
た
可
燃
ご
み
の
曜
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
区
独
自
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

は
区
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
あ
き
地
は
、
土
地
の
所
有
者
（
管

理
者
）
の
責
任
で
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
あ
き
地
の
雑
草
に

関
す
る
苦
情
が
非
常
に
多
く
市
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
き
地
の
雑
草

を
茂
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
害

虫
の
発
生
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な

問
題
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
き
地
の
所
有
者
や
管
理
者
の
方

に
は
、
こ
ま
め
に
雑
草
を
刈
り
取
る

な
ど
、
あ
き
地
の
適
正
な
管
理
を
心

掛
け
て
い
た
だ
き
、
清
潔
で
快
適
な

街
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ノ
ミ
や
ダ
ニ
、
フ
ィ
ラ
リ
ア
の
予

防
は
し
て
い
ま
す
か
？

　
気
温
が
上
が
る
と
虫
た
ち
も
活
動

を
始
め
ま
す
。
適
切
な
予
防
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
愛
犬
、
猫
を
守
れ

る
の
は
飼
い
主
さ
ん
だ
け
で
す
。

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼ
ル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。７月は御坂地区で実施しますので、ご家庭に廃食油
があれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。
　日時・場所　

　回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）
○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。　　○天かすなどは取り除いてください。
○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。　○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

午前７時～
８時

日　程

栗　　合

下井之上

成　　田７月１日（日）

１５日（日）

２２日（日）

８日（日）

地　区

下　野　原 御坂体育館駐車場

黒駒地区 下黒駒ふれあいスポーツ広場

下井之上集落センター

栗合公民館

成田公民館

場　所 時　間

　家電リサイクル法対象品目であるエアコン・テレビ（ブラウン管式・液晶・プラ

ズマ）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機の特別収集を行います。

　収集の際、リサイクル料金がかかりますので、当日ご持参ください。

※業務用の家電は収集しません。

【特別収集の対象となる家電品目】

エアコン・テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機

リサイクル料金は品目とメーカーで料金が異なりますので注意してください。

リサイクル料金（例）

エアコン：3,150円

テ　レ　ビ：2,835円

冷蔵庫・冷凍庫：5,869円

洗濯機・衣類乾燥機：3,444円

メーカーにより料金が異なります。

　日時　７月21日（土）　午前９時～正午
　場所　市役所御坂支所　南側駐車場
詳しい家電リサイクル料金はこちら

（財）家電製品協会家電リサイクル券センター
☎�0120-319640�　ホームページ：http://www.rkc.aeha.or.jp/



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　5月18日から20日までスコレーセンターにおいて作品展「学

びギャラリー」を開催しました。これは、平成23年度に開

催した市民講座受講生と、市民講座を機会に現在自主グルー

プとして活動している皆さんの作品を展示したものです。

　25講座から約150人の受講生が作成した作品340点を展

示しました。また、ご指導いただいた講師からも、たくさ

んの作品を出展していただきました。

　「こんなに色々な講座があるんだね」「自分もこんな作品

をつくれたら・・・」「次はこれに挑戦してみたい」など、

意欲的な声を多数聞くこともできました。

　20日は「学びステージ」と題し、初の試みとして音楽・

運動系から５部門（オカリナ・ギター&マンドリン・3B体

操・クロスワーク・脂肪燃焼）がこれまで活動を続けてき

た成果を発表しました。短い期間での上達・習熟ぶりに、

市民講座で担当した私達もとても感動しました。

　今年度も市民講座を通じて、充実した「学び」活動を続

けていただけるよう、講座の運営や情報の発信を行ってい

きます。

編み物やコサージュ、バッグ、ハワイアンキ
ルトなどの手芸作品から、写経や仏画、似顔絵、
俳句、陶芸、折り紙、卵殻モザイク、アメリカ
ンフラワーなどを展示した「学びギャラリー」

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
14
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
当
館
の
平
川
南
館
長
が
、
最
新
の
研

究
成
果
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
15
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。

　
山
梨
の
博
物
館
・
美
術
館
が
集
ま
っ

て
、
自
由
研
究
や
工
作
の
ヒ
ン
ト
を
提

供
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
16
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市

大
津
町
2
1
9
2
―
8
）

▼
参
加
費
　
無
料
（
内
容
に
よ
り
、
材

料
費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
22
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
会
場
　
ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
魚
の
骨
格
標
本
を
見
て
、
触
っ
て
比

べ
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
29
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
②
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
会
場
　
体
験
学
習
室

（
申
し
込
み
必
要
①
・
②
と
も
先
着

20
組
ま
で
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
の
付
き
添
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
高
さ
約
20
㎝
の
土
器
で
す
。

▼
日
時
　
○
成
形
　
7
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
○
野
焼
き
8
月
5
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
成
形
・
野
焼
き
の
両
日

参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
）

▼
そ
の
他
　
小
学
3
年
生
以
下
は
親

子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
野
焼

き
は
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
○
成
形
　
7
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
○
野
焼
き
8
月
5
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
成
形
・
野
焼
き
の
両
日

参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
）

　
手
作
り
う
ち
わ
で
夏
を
乗
り
切
ろ

う
。

▼
日
時
　
7
月
26
日（
木
）・
28
日（
土
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
夏
休
み
、
釈
迦
堂
で
じ
っ
く
り
縄

文
時
代
を
研
究
し
て
み
よ
う
。

▼
日
程
　
7
月
21
日
（
土
）
〜

　
8
月
20
日
（
月
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

�
�

�火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日

除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　
本
校
は
、
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
豊

か
な
心
を
も
つ
、
健
康
で
た
く
ま
し
い

児
童
の
育
成
」
や
「
か
し
こ
く
・
な
か

よ
く
・
い
き
い
き
と
」
の
子
ど
も
像
の

具
現
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
ほ
め
て
育
て
る
こ
と
を
基
本

に
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
よ
さ
を
引

き
出
す
指
導
を
工
夫
し
、
子
ど
も
た
ち

の
よ
い
点
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
規
模
校
の
特
色
を
生
か
し
、

ど
の
学
年
に
お
い
て
も
一
人
ひ
と
り
の

学
力
・
学
習
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
わ
か
る
授
業
・
楽
し
い
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
を
基
盤
と
し
、

家
庭
や
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
か
け
が
え
の
な
い
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
み
、
成
就
感
に
満
ち
た
楽
し

い

学

校

生

活

を

送

る

こ

と

が

で

き

る

、

地

域

に

根

ざ

し

た

学

校

の

実

現

に

全

力

で

取

り

組

ん

で

い
き
ま
す
。

　

　
本
校
は
昨

年
度
、
開
校

百
周
年
を
迎

え
、
保
護
者
・

歴
代
P
T
A

役
員
・
地
域

の
方
々
が
中

心
に
な
っ
て

記
念
事
業
を

実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
メ

イ
ン
事
業
は
、

旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
子
ど
も
達
が
転
ん

で
も
怪
我
を
し
な
い
芝
生
広
場
に
す
る

こ
と
で
し
た
。

　
完
成
後
に
は
、
子
ど
も
達
か
ら
名
称

を
募
集
し
「
み
ど
り
の
広
場
」
と
な
り

ま
し
た
。
朝
の
運
動
（
体
力
づ
く
り
活

動
）
、
体
育
の
授
業
、
休
み
時
間
や
放

課
後
な
ど
で
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
写
真
は
、
2
年
生
が
朝
の
運
動
で
「
鬼

ご
っ
こ
」
を
し
て
い
る
様
子
で
す
。
逃

げ
な
が
ら
転
ん
で
も
、
中
に
は
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
を
し
て
も
怪
我
を
す
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
子
ど
も
達
の
「
遊

び
場
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学校農園でサツマイモの
苗を植える児童

け
�

が



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

7
月
7
日
（
土
）
・
14
日
（
土
）
・
21
日

（
土
）・
28
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

7
月
5
日（
木
）・
19
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

7
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

７
月
７
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
指
定
袋
に
１
０
０
円
で
詰
め
放
題
！

数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
楽
蔵
　
七
夕
映
画
会

　
７
月
７
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

７
月
10
日（
火
）・
７
月
24
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

７
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
7
月
4
日（
水
）　
午
前
11
時
〜

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

７
月
１
日
（
日
）
・
８
日
（
日
）
・
15
日

（
日
）・
29
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
７
月
13
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
７
月
14
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
７
月
18
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
7
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

7
月
4
日
（
水
）
・
11
日
（
水
）
・
18
日

（
水
）・
25
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら
�

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

7
月
7
日
（
土
）
・
14
日
（
土
）
・
21
日

（
土
）・
28
日（
土
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

7
月
7
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

７
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

７
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

７
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

７
月
28
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

�
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
17
日（
火
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

４
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

23
日（
月
）【
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た
め
】・

25
日（
水
）・
31
日（
火
）

◆
一
宮
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

◆
八
代
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

１
日（
日
）・
８
日（
日
）・
15
日（
日
）・

16
日（
月
）・
22
日（
日
）・
23
日（
月
）【
シ

ス
テ
ム
点
検
の
た
め
】・
29
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
17
日（
火
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

　７月７日は「七夕」は「ゆかたの日」でもあります。

　エコうちわを作ったりしながら七夕を楽しんでみませんか。

　日時　７月７日（土）　エコうちわ作り　午前10時から　

　（工作の材料がなくなり次第終了）

　場所　市内各市立図書館　　参加費　無料（申し込み不要）

※図書館スタッフが「ゆかた姿」で皆さんをお待ちしています。

　しりとりで図書館の本をいっぱい借りてみよう。

　期間　７月19日（木）～８月31日（金）

　場所　市内各市立図書館

　図書館で用紙をもらったらスタート！しりとりで本を借りて、しりと

りを完成させよう。達成するとかわいいプレゼントがあります。ぜひチ

ャレンジしてみてね。詳しくは図書館のカウンターでお尋ねください。

　楽しいおはなし会のあと、栄養たっぷりの夏野菜を一緒に調理してみませんか。

　対　象　小学生　　　　　　　　日時　７月22日（日）午後１時30分から

　場　所　一宮図書館および、いちのみや桃の里ふれあい文化館調理実習室

　持ち物　エプロン　三角巾　　　定員　30名　事前の申し込みが必要です。

　協　力　笛吹市健康づくり課栄養士

■申込・問合せ先　一宮図書館　☎�0553（47）5220

　日時　７月29日（日）午前10時～正午

　場所　スコレーセンター�　料理実習室

　内容　・ごみ分別のおはなし

　　　　・図書館のエコおはなし会

　　　　・エコキャンドル

　定員　先着親子15組（30人）事前の申し込みが必要です。

　持ち物　・キャンドルの型になる物（牛乳パック、ジャム瓶等）

・廃食油や賞味期限切れの植物油（あればお持ちください）

・不要になったクレヨン（色づけ用です。あればお持ちください）

■申込・問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

　夏の電力不足に伴い、
館内のエアコンの温度・
照明等を調整して節電し
ております。
ご協力をお
願 い し ま
す。



渡辺　治仁芦川地区代表

飯田　勝春日居地区代表

桑原　明境川地区代表

石川　明仁八代地区代表

小澤　茂樹一宮地区代表

鈴木　卓也御坂地区代表

里吉　栄一石和地区代表

田草川　美香、鷹野　秀晴企画副委員長

渡辺　修企画委員長

沼中　秀司広報副委員長

小河内　英紀広報委員長

飯田　勝、樋口　かずみ事業副委員長

久保田　誠一事業委員長

里吉　栄一、鈴木　卓也総務副委員長

渡辺　治仁総務委員長

太田　郁生、岩下　和也副会長

古屋　速人会長

和気あいあいの中で作業を進める参加者

　
5
月
19
日
、
境
川
児
童
館
で
は
、

毎
年
恒
例
の
「
親
子
環
境
整
備
作

業
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
夏
の
青
空
の
下
、
1
2
6
名

の
親
子
が
参
加
し
、
職
員
と
協
力

し
な
が
ら
、
芝
生
広
場
や
ふ
わ
ふ

わ
ド
ー
ム
周
辺
の
草
取
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　
日
頃
は
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ

と
の
な
い
保
護
者
同
士
も
和
や
か

に
語
り
合
っ
て
情
報
交
換
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

　
約
2
時
間
の
作
業
で
、
児
童
館

外
周
り
も
き
れ
い
に
な
り
、
心
地

よ
い
涼
風
を
受
け
な
が
ら
子
ど
も

達
も
快
適
に
活
動
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

山田教育長から委嘱状を受け取る古屋会長

手を携える関係者＝学びの杜みさか

　
4
月
11
日
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

古
屋
会
長
以
下
75
名
が
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
度
ま
で
は
体
育
指
導

委
員
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
昨

年
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
）

　
5
月
7
日
に
は
平
成
24
年
度
総

会
が
行
わ
れ
、
正
副
会
長
の
ほ
か

理
事
役
員
が
決
定
し
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
事
業
計
画
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
サ

ー
キ
ッ
ト
、
体
力
・
運
動
能
力
調

査
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

市
民
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
堀
内
幸
枝
さ
ん
（
日
本
現
代
詩

人
会
名
誉
会
員
・
詩
人
）
か
ら
著

作
や
関
連
書
籍
お
よ
び
書
棚
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
和

図
書
館
に
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
1
9
2
0
年
（
大
正
9
年
）
東
八

代
郡
御
代
咲
村
（
現
笛
吹
市
一
宮
町

市
之
蔵
）
生
ま
れ
。
父
親
が
自
宅
で

飯
田
蛇
笏
を
招
き
『
雲
母
』
の
句
会

を
開
催
し
、
幼
い
こ
ろ
に
「
詩
」
の

世
界
と
出
会
い
ま
し
た
。
三
好
達
治

か
ら
も
絶
賛
さ
れ
、
市
之
蔵
村
を
描

い
た
十
代
の
こ
ろ
の
作
品
は
詩
集
『
村

の
ア
ル
バ
ム
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
創

作
に
は
古
里
に
寄
せ
る
想
い
や
自
然

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
1
9
5
6
年

詩
集
『
不
思
議
な
時
計
』
が
H
氏
賞

候
補
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品

は
歌
曲
と
し
て
多
く
の
声
楽
家
に
よ

っ
て
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

県外から芦川町に訪れた、そば打ち体験参
加者＝6月2日、田舎体験「おてんぐさん」

2.6ヘクタールの白樺林の中
に自生するにほんすずらん

　
6
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
、
芦
川

町
で
「
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
可
憐
な
花
々
を
一
目

見
よ
う
と
、
3
日
間
で
約
５
８
０
０

人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
設
テ
ン
ト
村
や
「
お

ご
っ
そ
う
家
」
な
ど
で
は
、
新
鮮

な
野
菜
な
ど
特
産
品
が
取
り
揃
え

ら
れ
、
そ
こ
で
も
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
開
花
時
期
は
、

5
月
下
旬
に
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び

始
め
、
6
月
第
1
週
に
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
し
た
。

　
5
月
22
日
、
地
域
や
企
業
・
団

体
な
ど
異
な
っ
た
立
場
の
方
々
が

協
働
で
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

笛
吹
・
大
野
寺
の
森
」
森
林
整
備

協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
ま
で
に
、
森
林
で
植
栽

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組

合
と
、
森
林
所
有
者
の
上
田
勝
さ

ん
（
写
真
中
央
）
や
間
伐
な
ど
を

行
う
弦
間
林
業
が
「
や
ま
な
し
森

づ
く
り
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
仲
介

の
も
と
、
実
施
方
法
な
ど
を
調
整

し
て
き
ま
し
た
。

　
式
の
中
で
上
田
さ
ん
は
「
癒
し

や
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
な
る
憩
い

の
場
所
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

消防防災ヘリコプター「あかふじ」との
連携訓練＝鵜飼橋下流河川敷

　
6
月
3
日
、
市
消
防
団
石
和
分

団
・
春
日
居
分
団
は
、
市
消
防
本

部
お
よ
び
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

合
同
で
水
防
・
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
害
発
生
時
に
お
け

る
現
場
活
動
な
ど
を
的
確
に
行
う

た
め
、
ま
た
、
林
野
火
災
に
お
け

る
中
継
送
水
技
術
な
ど
の
向
上
を

目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
員
2
1
6
名

が
参
加
し
、
水
や
土
砂
の
移
動
を

妨
げ
る
「
積
み
土
の
う
」
や
河
岸

が
洗
い
流
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
「
木

流
し
」
の
作
成
や
「
シ
ー
ト
張
り
」

の
ほ
か
、
ポ
ン
プ
車
両
を
使
っ
た

送
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

意見を交わす参加者と荻野市長

　　
6
月
4
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
笛
吹
市
の
今
後
10

年
間
の
中
長
期
財
政
計
画
と
高
齢

者
の
医
療
・
福
祉
・
雇
用
の
施
策
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
開
催
を
希
望
し
た
の
は

「
全
日
本
年
金
者
組
合
笛
吹
支
部
」

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
当
日
は
、
荻
野
市
長
を
ま
じ
え

国
民
健
康
保
険
料
や
高
齢
者
の
雇

用
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル



　
市
で
は
、
「
景
観
計
画
」
策
定
の
参
考
資

料
と
す
る
た
め
、
計
画
原
案
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実

施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
期
間

　
7
月
2
日
（
月
）
〜
8
月
2
日
（
木
）

▼
意
見
募
集
期
間

　
7
月
3
日
（
火
）
〜
8
月
3
日
（
金
）

▼
閲
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
・
各

支
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
記
入
用
紙
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を
明

記
し
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
用
紙
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
で
公
表
し

ま
す
。

○
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

○
提
出
さ
れ
た
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
・
問
合
せ
先

　
〒
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「
笛
吹
市
景
観
計
画
」
は
、
平
成
16
年
6
月
に
制
定
さ
れ
た
「
景
観
法
」
に
基
づ
き
、
市
が

策
定
す
る
計
画
で
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
が
笛
吹
市
ら
し
い
美
し
い
風
景
の
な
か

で
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
を
通
じ
て
、
桃
源
郷
と
称
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
、
胸
を

張
っ
て
誇
れ
る
よ
う
な
景
観
作
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
原
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
、
都
市
計
画
審

議
会
等
の
審
議
を
行
い
、
12
月
下
旬
に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

○目に見える風景の奥にある大切なものを継承する景観づくり
○住む人がふるさとを慈しみ、誇りに思い、おもてなしの心を伝え
　ていく景観づくり
○風景を見つめ直す意識を醸成し、多くの人と手をたずさえる景観
　づくり
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